
・点　鐘　馬場会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト唱和　伊澤職業奉仕委員長
・卓　話　茂木 聡様

【会長報告】
　４、５日「飯能まつり」が４年振りに開催。２日間で
２２万人（過去には１６万７千人）が繰り出したそうで
山車の引き合わせ等、賑やかに盛大に行われました。
　４日「第４６回日本スリーデーマーチ」（東松山・東松
山むさしＲＣ協賛）に地区副委員長の大﨑会員が参加。
ＲＩ会長、髙丹Ｇのテーマ旗を掲げ“ＥＮＤ　ＰＯＬＩＯ
ＮＯＷ”の赤いＴシャツを着て行進して頂きました。
１１月は「ロータリー財団月間」です。「財団はＲＣの
奉仕を動かす燃料」とＲＩ会長は言われ、髙丹ガバ
ナーも「財団に寄付をすることでＲＣ活動へのエネル
ギーを供給し続けなければなりません。今年度の地
区ＤＤＦの申請数は飯能も含め３７件（約５５５万円）。
各クラブの地域貢献活動が活発に企画されている証
し」と仰っています。

【幹事報告】
　理事会にて１月のプログラム承認。クラブ協議会
は１分以内で発表をお願いします。１１／２９第３回
パスト会長会議。入間南ＲＣ１１／２８公開講演会（入
間市産業文化センター）講師Ｎ．アンドリー氏。地区
の大相撲春場所観戦は残り１７席。５／２４～２８シン
ガポール国際大会への参加希望は私まで。ＲＩレート
１ドル１４９円。

【委員会報告】
◎親睦活動委員会　　　　　　　　　　　　坂本君
　１１／１９親睦ゴルフコンペ８組３２名の参加予定。
表彰式・懇親会１７時半「清河園」。

【出席報告】無届欠席１　　 大野（泰）出席向上委員長

【Ｍ　　Ｕ】
１０／２０（狭山中央）半田君

【結婚・誕生日祝】　　　　　　永安寺親睦活動委員

◇金婚式おめでとう  田辺 實君（１１／３）
◇入会記念日おめでとう           山川君、吉島君
◇結婚記念日おめでとう　伊澤君、田辺君、新井君
　　和泉君、島田君、土屋君、細田（吉）君、細田（伴）君
　　　　　　　　　　　　安藤君、本橋君、沢辺君
◇会員誕生日おめでとう 大崎君、吉田（武）君、山口君
◇夫人誕生日おめでとう
　　　細田（伴）夫人、内沼夫人、馬場夫人、新井夫人
　　　　　　　　　　　　　　田辺夫人、大附夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・ロータリー財団月間にあたり本日卓話をさせて頂
　きます。飯能ＲＣの皆様よろしくお願い致します。
　　　　 （地区ロータリー財団委員長）茂木 聡様
・茂木様、本日は卓話を有難うございます。よろし
　くお願いします。　　　　　　　土屋君、大﨑君
・誕生日お祝い有難うございます。　　　　大﨑君
・結婚記念日お祝い有難うございます。
　 細田（吉）君、細田（伴）君、新井君、土屋君、島田君
　　　　吉澤君、沢辺君、本橋君、伊澤君、田辺君
・夫人誕生日お祝い有難うございます。　　新井君
　　　大附君、細田（伴）君、田辺君、馬場君、内沼君
・長男の所に男の子が生まれました。初孫です。おじ
　いさんの仲間入り。先輩方よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野（康）君
・金婚式お祝い有難うございます。　　　　田辺君
・１１／１名称を「飯能南口歯科」と改め医院をリニュー
　アルオープン致しました。長男と共に診療します。
　今後共よろしくお願いします。　　　　　川口君
・早退致します。　　　　　　　　　　　　本橋君
本日計１０３，０００円、累計額３８３，５０１円。
◎１５日例会当番は増島、前島会員です。

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　土屋ロータリー財団委員長
　１９５９年生まれ、６４歳。８１年、日本大学理工学部建
築学科をご卒業。現在「（有）茂木聡建築設計事務所」
代表取締役。主なＲＣ歴：００年、本庄ＲＣに入会。
０７年、地区ロータリー財団部門推進委員会委員。
０８年、本庄ＲＣ幹事。１１～１４年、地区ロータリー
財団部門補助金奨学委員長。１５年、地区幹事。１６年、
地区ロータリー財団部門補助金委員長。１７～２０年、
地区ロータリー財団部門委員長。１９年、本庄ＲＣ
会長。２３年、現職に就任。

　飯能の皆様には毎年ロータリー財団（以下「財団」）
に対しご理解ご協力を頂いておりますこと御礼申し
上げます。また、大﨑さんには本年度、資金管理委員
会副委員長としてサポートを頂いております。
　１０６年前の１９１７年、時のＲＩ会長アーチ・クラ
ンフは、アトランタでの年次大会で「世界でよいこと
をするための」基金の設置を提案します。ロータリア
ンが世界でよいことをするために創ったのが財団で
あり、この考えは今日まで同じです。財団はロータ
リアンのためにあるものです。
　財団には「使命」と「標語」があります。人々の健康
状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保護に取
り組み、貧困を無くすことを通じ、世界理解・親善・
平和を達成できるようにする。これが「使命」で、

「世界でよいことをしよう」が「標語」です。
　毎年、年次報告を開示しています。２０２１－２２年度
には１１９９件のグローバル補助金、４７８件の地区
補助金、２２８件の災害救援補助金を授与。３３件の
ポリオプラス補助金を授与し、１３０名のロータリー
平和フェローを選出して参りました。
　財団の収支報告です。支出は年間３億３千万ド
ル。ポリオプラスに１億５千万ドル。グローバル補助
金に７３００万ドル。地区補助金に２７００万ドル。ロー
タリー平和センターに４００万ドル。その他の補助金
に１９００万ドル（災害救援補助金８００万ドル、大規模
プログラム補助金２００万ドルを含む）。さらに、その
プログラムの運営費に２１００万ドル。全体の８９％が
直接的なプログラム補助金とその運営費に充てられ
ているということが財団の顕著な特徴です。
　財団管理委員会は毎年ロータリアン１人あたりの
寄付目標を我々役員に言ってきます。それを受けて
本年度も当地区財団委員会として寄付目標を設定し
ました。年次基金に１人１５０ドル以上。使途指定
ポリオプラスに１人３０ドル以上。元金を使わず収益
のみを使う恒久基金に１人３０ドル以上。合わせて
２１０ドル以上をお願いしています。飯能の昨年度の
実績は年次基金５５００ドル、ポリオプラス２１００ドル、
恒久基金３１００ドル、計１万７００ドル。会員数で割る
と１人１５３ドル。「２１０ドル」を会長ならびに財団委
員長にはお願いしたいと思っております。
　財団のプログラムはたったの３つ。ポリオプラス、
ロータリー平和フェローシップ、補助金です。
　１９８５年にポリオプラスのプログラムを開始して
以来ＲＩの最優先項目はポリオの根絶です。「１０月２４
日」は「世界ポリオデー」。１１／４にはエンドポリオナ
ウ・ウォークと称し地区から会員・家族５８名の参加
を頂きＰＲ活動を実施しました。１２２か国２５万人以
上の子どもに予防接種を行ってきましたが未だ根絶
されてはおりません。財団支出の４５％、１億５千万
ドルもの資金を使って毎年４億人以上の子どもに予
防接種を行い、１５万人以上の保健従事者を雇用して
います。皆様からの寄付が子どもの命を救い、明る
い未来へのチャンスを与えているとご理解頂きたい
と思います。
　当地区でただ一人のロータリー平和フェローシップ、

金子由佳さん（第８期２００９
～２０１１年）はガザ地区で子ど
もの栄養改善プロジェクトに
取り組み、今は日本赤十字社
で働いています。２００２年創
設のロータリー平和センター
は今まで１７００名以上のフェ
ローを輩出してきました。
　補助金は４種類。災害復興
支援に特化した「災害救援補
助金」は被災地区が申請（２万
５千ドル以下）。申請は簡単。

基金不足の時は順番待ち。３年目の「大規模プログラ
ム補助金」は国際的人道奉仕に利用（３～５年、２００
万ドル以上）。競争制で年１口の拠出。過去には、
ザンビアでのマラリア予防、今年度はエジプトでの
子宮頸がんの啓蒙活動等に使われるそうです。
「地区補助金」「グローバル補助金」の２つは人道奉仕、
奨学金、職業研修に利用可能。前者は国内外、小規模、
短期。後者は国との事業で、予算は３万ドル以上、重
点分野に該当し持続可能性のあるもの。国際財団活
動資金（ＷＦ）からの上乗せがあり、利用するにはまず
授与と受諾の条件に従い、補助金管理セミナーに出
席すること（次回３／２）。海外の地区、クラブとの共同
申請、７重点分野に合致等の条件があります。
　財団補助金の原資ですが、３年前に頂いた年次基
金寄付ならびに恒久基金の収益部分を足して、財団
がそこから管理運営費５％を引き、残った９５％が
半分ずつ「国際財団活動資金（ＷＦ）」と「地区財団活動
資金（ＤＤＦ）」になります。ＤＤＦの最大５０％までし
か地区補助金は使えないという条件が付いていま
す。ＤＤＦを使ってグローバル補助金申請を行った場
合、ＷＦからＤＤＦの８０％までの上乗せが貰えるので
是非ＤＤＦを使ったグローバル補助金プロジェクト
を活発に行って頂きたいのです。自分達の寄付がよ
り有効に使えるのかなと思います。ＷＦは財団管理
委員会が使途を決めます。
　現行の補助金システムになって今年で１１年目。
初年度（２０１３－１４年度）以来、ＤＤＦを利用した

「地区補助金奨学生」を毎年複数名輩出しています。
今年度はおりません。人道的奉仕の地区補助金申請
は初年度１８クラブより１５件頂き、今年度は３７ク
ラブより３２件頂きました。
　初年度の「グローバル補助金奨学生」は１名。今年
度は２名派遣。２名共、重点分野に合致した研究を米
国で行っています。１０月にＪＩＣＡ職員としてヨルダ
ンに赴任した奨学生は難民支援の活動をするとのこ
と。２０１５－１６年度はブルキナファソと地区とで識
字率向上プロジェクトを実施。私は現地視察に行き
ました。２０１９－２０年度は４件で、入間ＲＣはネパー
ルと、川越ＲＣはミャンマーと、第４グループは台湾
と、本庄南ＲＣはタイと実施。今年度は１件申請中。
　ＤＤＦの活用状況・予定ですが、３年前の年次基金
の５０％：１１４，４１５ドル９セント、恒久基金の収益
の５０％：３９，０６１ドル６８セント、計１５３，４７６ドル
７７セント。残っているＤＤＦ２５１，０７９ドル８セン
トを繰り入れ、合計４０４，５５５ドルのＤＤＦを今年
度当地区はもっています。潤沢なＤＤＦですので、
第３グループを代表して飯能ＲＣにも是非グローバ
ル補助金の申請をして頂き、財団をより身近に感じ
て頂ければと思います。

ＲＩ会長 ゴードンR.マッキナリー
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上げます。また、大﨑さんには本年度、資金管理委員
会副委員長としてサポートを頂いております。
　１０６年前の１９１７年、時のＲＩ会長アーチ・クラ
ンフは、アトランタでの年次大会で「世界でよいこと
をするための」基金の設置を提案します。ロータリア
ンが世界でよいことをするために創ったのが財団で
あり、この考えは今日まで同じです。財団はロータ
リアンのためにあるものです。
　財団には「使命」と「標語」があります。人々の健康
状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保護に取
り組み、貧困を無くすことを通じ、世界理解・親善・
平和を達成できるようにする。これが「使命」で、

「世界でよいことをしよう」が「標語」です。
　毎年、年次報告を開示しています。２０２１－２２年度
には１１９９件のグローバル補助金、４７８件の地区
補助金、２２８件の災害救援補助金を授与。３３件の
ポリオプラス補助金を授与し、１３０名のロータリー
平和フェローを選出して参りました。
　財団の収支報告です。支出は年間３億３千万ド
ル。ポリオプラスに１億５千万ドル。グローバル補助
金に７３００万ドル。地区補助金に２７００万ドル。ロー
タリー平和センターに４００万ドル。その他の補助金
に１９００万ドル（災害救援補助金８００万ドル、大規模
プログラム補助金２００万ドルを含む）。さらに、その
プログラムの運営費に２１００万ドル。全体の８９％が
直接的なプログラム補助金とその運営費に充てられ
ているということが財団の顕著な特徴です。
　財団管理委員会は毎年ロータリアン１人あたりの
寄付目標を我々役員に言ってきます。それを受けて
本年度も当地区財団委員会として寄付目標を設定し
ました。年次基金に１人１５０ドル以上。使途指定
ポリオプラスに１人３０ドル以上。元金を使わず収益
のみを使う恒久基金に１人３０ドル以上。合わせて
２１０ドル以上をお願いしています。飯能の昨年度の
実績は年次基金５５００ドル、ポリオプラス２１００ドル、
恒久基金３１００ドル、計１万７００ドル。会員数で割る
と１人１５３ドル。「２１０ドル」を会長ならびに財団委
員長にはお願いしたいと思っております。
　財団のプログラムはたったの３つ。ポリオプラス、
ロータリー平和フェローシップ、補助金です。
　１９８５年にポリオプラスのプログラムを開始して
以来ＲＩの最優先項目はポリオの根絶です。「１０月２４
日」は「世界ポリオデー」。１１／４にはエンドポリオナ
ウ・ウォークと称し地区から会員・家族５８名の参加
を頂きＰＲ活動を実施しました。１２２か国２５万人以
上の子どもに予防接種を行ってきましたが未だ根絶
されてはおりません。財団支出の４５％、１億５千万
ドルもの資金を使って毎年４億人以上の子どもに予
防接種を行い、１５万人以上の保健従事者を雇用して
います。皆様からの寄付が子どもの命を救い、明る
い未来へのチャンスを与えているとご理解頂きたい
と思います。
　当地区でただ一人のロータリー平和フェローシップ、

金子由佳さん（第８期２００９
～２０１１年）はガザ地区で子ど
もの栄養改善プロジェクトに
取り組み、今は日本赤十字社
で働いています。２００２年創
設のロータリー平和センター
は今まで１７００名以上のフェ
ローを輩出してきました。
　補助金は４種類。災害復興
支援に特化した「災害救援補
助金」は被災地区が申請（２万
５千ドル以下）。申請は簡単。

基金不足の時は順番待ち。３年目の「大規模プログラ
ム補助金」は国際的人道奉仕に利用（３～５年、２００
万ドル以上）。競争制で年１口の拠出。過去には、
ザンビアでのマラリア予防、今年度はエジプトでの
子宮頸がんの啓蒙活動等に使われるそうです。
「地区補助金」「グローバル補助金」の２つは人道奉仕、
奨学金、職業研修に利用可能。前者は国内外、小規模、
短期。後者は国との事業で、予算は３万ドル以上、重
点分野に該当し持続可能性のあるもの。国際財団活
動資金（ＷＦ）からの上乗せがあり、利用するにはまず
授与と受諾の条件に従い、補助金管理セミナーに出
席すること（次回３／２）。海外の地区、クラブとの共同
申請、７重点分野に合致等の条件があります。
　財団補助金の原資ですが、３年前に頂いた年次基
金寄付ならびに恒久基金の収益部分を足して、財団
がそこから管理運営費５％を引き、残った９５％が
半分ずつ「国際財団活動資金（ＷＦ）」と「地区財団活動
資金（ＤＤＦ）」になります。ＤＤＦの最大５０％までし
か地区補助金は使えないという条件が付いていま
す。ＤＤＦを使ってグローバル補助金申請を行った場
合、ＷＦからＤＤＦの８０％までの上乗せが貰えるので
是非ＤＤＦを使ったグローバル補助金プロジェクト
を活発に行って頂きたいのです。自分達の寄付がよ
り有効に使えるのかなと思います。ＷＦは財団管理
委員会が使途を決めます。
　現行の補助金システムになって今年で１１年目。
初年度（２０１３－１４年度）以来、ＤＤＦを利用した

「地区補助金奨学生」を毎年複数名輩出しています。
今年度はおりません。人道的奉仕の地区補助金申請
は初年度１８クラブより１５件頂き、今年度は３７ク
ラブより３２件頂きました。
　初年度の「グローバル補助金奨学生」は１名。今年
度は２名派遣。２名共、重点分野に合致した研究を米
国で行っています。１０月にＪＩＣＡ職員としてヨルダ
ンに赴任した奨学生は難民支援の活動をするとのこ
と。２０１５－１６年度はブルキナファソと地区とで識
字率向上プロジェクトを実施。私は現地視察に行き
ました。２０１９－２０年度は４件で、入間ＲＣはネパー
ルと、川越ＲＣはミャンマーと、第４グループは台湾
と、本庄南ＲＣはタイと実施。今年度は１件申請中。
　ＤＤＦの活用状況・予定ですが、３年前の年次基金
の５０％：１１４，４１５ドル９セント、恒久基金の収益
の５０％：３９，０６１ドル６８セント、計１５３，４７６ドル
７７セント。残っているＤＤＦ２５１，０７９ドル８セン
トを繰り入れ、合計４０４，５５５ドルのＤＤＦを今年
度当地区はもっています。潤沢なＤＤＦですので、
第３グループを代表して飯能ＲＣにも是非グローバ
ル補助金の申請をして頂き、財団をより身近に感じ
て頂ければと思います。

（月間テーマ　家族月間）

月   日 当　番
［担当委員会］例会数 行　事　予　定

小 川 君
大野（康）君

町 田 君
中里（昌）君

［会長・幹事］

［親睦活動］

中 川 君
大 附 君

［会長・幹事］

例会取消（定款による）

クリスマス例会
点鐘１８時

年　次　総　会

クラブ協議会
【ロータリーの友】

【結婚・誕生日祝】【四つのテスト】

ロータリー財団
世界でよいことをしよう

第２５７０地区ロータリー財団委員会 統轄委員長

茂 木  聡 様（本庄ＲＣ）


